
○雲仙ブランド認定要綱 

平成１９年１月９日 

告示第２号 

改正 平成２４年３月１３日告示第１９号 

平成２６年２月１７日告示第７号 

平成３０年３月３０日告示第３０号 

（目的） 

第１条 この告示は、雲仙市の農畜水産物及び商工製品（以下「商品」という。）で、将来性及び市場

性のあるものについて、「雲仙ブランド」として認定をすることにより、付加価値を高め、市場への

訴求力の向上を図り、販路拡大及び有利販売につなげることを目的とする。 

（定義） 

第２条 この告示において「認定」とは、生産者等から申請のあった商品について審査を行い、基準に

適合するものであることを認めることをいう。 

（認定基準） 

第３条 雲仙ブランドとして認定をするための基準（以下「認定基準」という。）は、認定しようとす

る商品が、１次産品である場合にあっては別表第１に、加工品である場合にあっては別表第２に定め

るとおりとする。 

（認定の申請） 

第４条 雲仙ブランドとして認定を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、認定申請書（様

式第１号）を市長に提出しなければならない。 

（申請の却下） 

第５条 前条に規定する申請があった場合において、当該申請が次のいずれかに該当するときは、市長

は、次条に規定する認定の審査を経ないで、当該申請を却下することができる。 

（１） 申請者が、市内に住所又は事業所を有する生産者等以外の者であるとき。 

（２） 申請された商品が、市内で生産、製造、加工又は水揚げをされたもの以外のものであるとき。 

（認定の審査） 

第６条 市長は、第４条に規定する申請があったときは、雲仙ブランド認定委員会設置要綱（平成１８

年雲仙市告示第１１５号）に規定する雲仙ブランド認定委員会（以下「認定委員会」という。）に諮

問するものとし、認定委員会は、認定基準に基づき調査及び検討を行うものとする。 

２ 市長又は認定委員会は、雲仙ブランドとして認定をすることについて必要があると認める場合は、

申請者等から意見を聴くことができる。 

（認定の決定） 

第７条 市長は、申請された商品が認定基準に適合すると認めるときは、当該商品を雲仙ブランドとし

て認定をし、申請者に対し雲仙ブランド認定書（様式第２号）を交付する。 

２ 市長は申請された商品が認定基準に適合しないと認めるときは、雲仙ブランド認定基準不適合通知

書（様式第３号）により申請者に通知する。 

３ 市長は、必要があると認めるときは、第１項に規定する認定に意見を付けることができる。 

（認定の有効期限及び再認定） 

第８条 前条第１項に規定する認定の有効期限は、同項の認定書を交付した日から３年以内とする。 

２ 前項に規定する認定の有効期限が満了となる場合において、再認定を受けようとする者は、有効期



限の３箇月前までに再認定申請書（様式第１号）を市長に提出しなければならない。 

（再認定の審査等） 

第９条 市長は、前条第２項に規定する申請があった場合において、当該申請に係る商品が、当該申請

前に雲仙ブランドとして認定をされたものから変更がなく、かつ、第１３条に規定する実績報告のう

ち直近のものにおいておおむね販売計画を達成していると認められるときは、再認定をすることがで

きる。 

２ 市長は、前項の規定により再認定をすることができないと判断したときは、再認定の審査について、

第６条を準用する。 

３ 第７条第１項から第３項までの規定は再認定の決定について、前条第１項の規定は再認定の有効期

限について、それぞれ準用する。 

（認定の変更） 

第１０条 雲仙ブランドとして認定をされた商品（以下「認定品」という。）の生産者等（以下「認定

者」という。）は、認定を受けるために申請した事項に変更が生じたときは、雲仙ブランド申請事項

変更届出書（様式第４号）により、速やかに市長に届けなければならない。 

２ 市長は前項に規定する届出があったときは、第６条及び第７条の規定を準用し、当該届出に係る変

更の認定を決定する。ただし、軽微な変更については、認定委員会への諮問を省略することができる。 

（認定の表示） 

第１１条 認定者は、認定品の包装、容器等に雲仙ブランドであることを表示し、雲仙ブランドのPRに

努めなければならない。 

（調査及び検査） 

第１２条 市長は、必要があると認めたときは、認定品の調査又は検査を行うことができる。 

（販売促進活動等の実績報告） 

第１３条 認定者は、認定品の販売促進活動等について雲仙ブランド認定品販売促進活動等実績報告書

（様式第５号）その他必要に応じ市長が提出を求める参考資料を毎年５月３１日までに市長に提出し

なければならない。 

（認定の取り消し） 

第１４条 市長は、認定品が次の各号のいずれかに該当するときは、認定を取り消すことができる。こ

の場合において、市長は、認定委員会の意見を聴くものとする。 

（１） 認定基準に適合しなくなったと認められるとき。 

（２） 虚偽の申請により認定を受けたとき。 

（３） 第１２条の規定による調査又は検査を正当な理由なく拒否したとき。 

（その他） 

第１５条 この告示に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この告示は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２４年３月１３日告示第１９号） 

この告示は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（平成２６年２月１７日告示第７号） 

この告示は、公布の日から施行する。 

附 則（平成３０年３月３０日告示第３０号） 



（施行期日） 

１ この告示は、平成３０年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この告示による改正後の雲仙ブランド認定要綱の規定は、この告示の施行の日（以下「施行日」と

いう。）以後に申請のあった商品について適用する。 

３ 施行日前に、この告示による改正前の雲仙ブランド認定要綱（以下「旧要綱」という。）の規定に

より認定を受けている商品については、なお従前の例による。ただし、旧要綱第８条第２項の規定は、

適用しない。 

別表第１（第３条関係） 

（１次産品関係） 

区分 基準 例示 

生産性・安全性 生産過程において、安全で環境に配慮

した取組又は自然が本来持っている機

能を活用した栽培若しくは生産方法を

取り入れていること。 

1 国及び県が定めた特別栽培農産物

等の認証を受けているもの 

2 自然が持つ機能を活用した栽培又

は養殖をしているもの 

地域性・ストーリ

ー性 

歴史的背景又は生産過程において、雲

仙市のイメージ向上につながるストー

リー性等があること。 

1 歴史、経緯等において、地域に根ざ

したストーリー性又は話題性があ

るもの 

2 長年その地域で生産収穫され、地域

に定着しており、地域を代表する産

物となっているもの 

品質 その商品が、ほかの地域で生産されて

いる類似の商品とは生産及び特徴の面

において差があり、市場等から品質面

において優れていると認められている

こと。また、その品質の高さを証明で

きること。 

1 商品の特徴（品質、形状、味、糖度、

色、鮮度等）において優位性がある

もの 

2 公的機関が定めた上位格付等級の

もの 

3 生産及び出荷技術が統一されてお

り、品質の維持及び向上のための特

徴的な生産がされているもの 

4 国若しくは県又は民間事業者等に

おいて、品質等が特に優れていると

認められているもの又は生産技術

等が優れていると認められた生産

者等が生産するもの 

市場性・将来性 その商品が、魅力ある要素を有してお

り、今後の市場拡大が見込めること。 

1 積極的な生産拡大又は販路拡大が

計画されているもの 

2 今後更なる知名度向上又は販路拡

大が期待できるもの 

 



別表第２（第３条関係） 

（加工品関係） 

区分 基準 例示 

生産性・安全性 安全で環境に配慮された生産又は製造

を行っており、統一した出荷技術によ

る品質の維持及び向上のための取組が

なされていること。 

1 食品衛生法（昭和22年法律第233号）

等に基づき、製造許可等を得ている

施設で生産されているもの 

2 食品表示法（平成25年法律第70号）、

品質表示基準、食品衛生法に基づく

表示がされているもの 

3 原料の産地、加工場所等が明確で、

かつ、安全が確認できるもの 

地域性・ストーリ

ー性 

歴史的背景又は生産過程において、雲

仙市のイメージ向上につながるストー

リー性があること。 

1 歴史、経緯等において、地域に根ざ

した物語性又はストーリー性があ

るもの 

2 長年その地域で生産され、製造さ

れ、又は収穫され、地域に定着して

おり、地域を代表する産物となって

いるもの 

品質 その商品が、ほかの地域で生産されて

いる類似の商品とは生産及び特徴の面

において差があり、市場等から品質面

において優れていると認められている

こと。また、その品質の高さを証明で

きること。 

1 商品の特性（品質、形状、味、糖度、

色、鮮度等）において優位性がある

もの 

2 国若しくは県又は民間事業者等に

おいて、品質等が特に優れていると

認められているもの又は生産技術

等が優れていると認められた生産

者等が生産するもの 

デザイン性 その商品の外観、パッケージ等のデザ

インが優れており、独創性、実用性等

の面において優れていること。 

 

市場性・将来性 その商品が、魅力ある要素を有してお

り、今後の市場拡大が見込めること。 

1 積極的な生産拡大又は販路拡大が

計画されているもの 

2 今後更なる知名度向上又は販路拡

大が期待できるもの 

 


